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独立行政法人国立病院機構
宮城病院

　急性期６０床については、周辺地域の住民の人口減少に伴い、将来的に１０床減少して５０床での運営を計画し
ています。
　慢性期の２４０床については、そのうちの６０床について介護医療院への転換を計画しておりますが、国立病院
機構としての対象業務の拡充及び法的整備は第８期介護保険事業計画（令和３年度～）の策定を待っての対応と
なるため、現時点の計画の位置づけは施設レベルでの将来的な構想となります。

塩竈市立病院
　令和元年９月に慢性期の療養病床３８床を急性期の一般病床に転換し、更に１０月に急性期の一般病床４８床を
回復期の地域包括ケア病床に転換して、現在の急性期病床７１床、回復期９０床に至っています。

再検証対象医療機関(仙台区域)における検討状況について

独立行政法人国立病院機構
仙台西多賀病院

独立行政法人地域医療機能
推進機構　仙台南病院

特記事項

　急性期2個病棟（整形外科９０床）について機能を集約し、１個病棟（５０床）とする。（令和２年１２月予定）

　10床保有していた人間ドック病床を令和2年4月1日に1床削減（人間ドック病床9床）。病院全体の病床数が
200床から199床に変更。

医療機関名称
報告（再検証）時点
における病床数

2025年7月1日
における病床数
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